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本研究では，アキノキリンソウ（広義）の標高傾度にそった表現型変異を共通圃場実験と遺伝解析によって調べた．その結果，標高間で遺伝子流動があるにも関わらず，適応的な形質に関わるゲノムの領域が遺伝的に分化しているために，標高傾度にそった表現型変異が形成されていることが示唆された．


